
多極・計測/制御端子 結線方法  

プラグ(大気側) 
カタログ型式：CITN-M＊＊P-AP 

多極・計測/制御端子 
フランジ付 

インサート 
カタログ型式： CITN-M＊＊P-VI 

ピンコネクタ(真空側) 
カタログ型式： CITN-M＊＊P-HV（高真空）       

CITN-M＊＊P-VP（真空） 

ピンコネクタをインサート、プラグコネクタに 
挿入し電流導入端子に接続します 

真空用ケーブルの被服を剥がしピンコネクタに挿入 

圧着工具(※)を用いてケーブルを固定する 

STEP 1 

大気側 真空側 

真空用ケーブル 

圧着で固定 

圧着 

※圧着工具はレンタルもしております 
コスモサイエンス規格品 
型式：RT-CT4-＊W 

    (画像は多極・計測/制御端子 NWフランジ付です 
      JIS,ICFフランジ付も結線方法は同じです） 



インサートをフランジ付導入端子の 

真空側に挿入する 

 

その際、導入端子の大気側の面にある 

切欠きとインサートの切欠きの位置を 

合わせて挿入する 

STEP 1でケーブルを固定した 

ピンコネクタをインサートに 

挿入する 

STEP 2 

STEP 3 インサート切欠き 
切欠きの位置をあわせる 

大気側プラグコネクタのキャップを 

外し付属の大気側プラグ用ピンコネ 

クタを挿入する 

STEP 4 



プラグコネクタにフランジ付導入端子 

を挿入する 

その際、プラグコネクタとインサート 

の穴位置に表記してある 

アルファベット同士で穴を合わせる事 

STEP 5 
プラグコネクタ インサート 

アルファベット同士で位置をあわせる 

大気側プラグコネクタ 

大気側 

真空側 

インサート 

フランジ付導入端子 

結線略図 


